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ベラクルス出土の肥前磁器
Hizen Porcelain Found in Veracruz
野 上  建 紀（有田町歴史民俗資料館）・
フディス エルナンデス アランダ（ベラクルス国立人類学歴史学研究所）
Nogami Takenori (Arita History and Folklore Museum),
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見後、フィリピン国立博物館と共同研究の覚書を交
わし、2005 年 8 月までに 3 度の出土遺物調査を行
い、約 70 点の肥前磁器を確認した（野上 2005b、野
上・Orogo・Cuevas・田中・洪 2005b）。その成果は






野上 2010b）。そして、2009 年 7 月に第 53 回 ICA
（Congreso Internacional de Americanistas ・メキシコシ











San Juan de Ulúa に初めて、スペイン人の征服者ファ






　2010 年 11 月、筆者の一人の野上建紀はベラクルス
































で最も一般的な製品の一つである。Fig.3-2 は Parque 
Ciriaco Vázquez で 出 土 し た 染 付 皿 で あ る。Parque 
Ciriaco Vázquez は現在の INAH のオフィスの前に位
置している。裏面にはハリ支え痕が残る。有田内山
の製品で年代は 1655 〜 1680 年代である。Fig.3-3 も
Parque Ciriaco Vázquez で出土した染付皿である。山
水文であろうか。17 世紀後半の有田産と思われる。







（Monumento al Bombero から Av.1o de mayo をやや南東
に進んだところ）から出土した金襴手の色絵カップア
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